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先週の動き／今週の展望

総合指数は

大型半導体株に波及し、指数を押し下げた。

の安値。米国で

とナスダック総合株価指数が大きく下げ

ほかの大型株では、

下落した半面

が上昇した。

発射や、韓国銀行（中央銀行）による

が相場へ与えた影響は限定的だった

目買いが入れば

 

【ロシア】

先週の動き／今週の展望

RTS 指数は週間で

上したがマイナスで終了

まで延長されたが、総会前まではロシアが合意

で原油相場が弱含み、

OPEC 加盟国と非加盟国との協調減産合意で、リビアとナイジ

ェリアの原油生産量

価格が取引時間中に

時的に前週安値を下回っていた指数は取引後半に底入れし、前

日比 0.2％高の

国のロシアゲート疑惑

 

【ベトナム】

先週の動き／今週の展望

VN 指数は

が前年比 17.2

み合ったが、週央から買い優勢となった

ントを割り込んで終えた

ポイントを回復。前日比

で取引を終了した。

ほぼ 10 年ぶり。

製糖会社を買

出し最低入札価格を超えたサイゴンビールが

けん引した。
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加盟国と非加盟国との協調減産合意で、リビアとナイジ
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％安と反落。原油価格

し、その後は 30

まで延長されたが、総会前まではロシアが合意

RTS 指数は売り優勢。

加盟国と非加盟国との協調減産合意で、リビアとナイジ

上限が設定されたことでブレント原油

ドル台後半まで反発。これを受け、一

前週安値を下回っていた指数は取引後半に底入れし、前

ドルと 5 日ぶりに反発し

飛び火に対する
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9 週続伸。主力銘柄の個別材料を好感した買いが集ま

と前月の 17.0％から加速したことも支援材料。指数は週明けにマイナスで寄り付いた後、

み合ったが、週央から買い優勢となった

反動で買い戻され、寄り付きから

1.1％高の 960.33

ポイント超えは

月末時点では年初来で

収した時価総額 1 位のビナミルクが

出し最低入札価格を超えたサイゴンビールが

一服する場面があれば
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総合指数は週間で 2.7

米国市場でのハイテク株安を

大型半導体株に波及し、指数を押し下げた。12 月 1 日の

フィラデルフィア半導体株指数（

とナスダック総合株価指数が大きく下げたことが嫌気された。

化学やサムスン生命保険が

モービス、ポスコ、ネイバー

大陸間弾道ミサイル（

6 年 5 カ月ぶりの利上げ

今週はハイテク株に押し

ポイントを回復か。 

指数は 2.8％安と反落
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まで延長されたが、総会前まではロシアが合意しない
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加盟国と非加盟国との協調減産合意で、リビアとナイジ

上限が設定されたことでブレント原油
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前週安値を下回っていた指数は取引後半に底入れし、前

日ぶりに反発した。今週は米

に対する懸念でもみ合いか。
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2.7％安と反落

のハイテク株安を

日の終値は 2475.41

フィラデルフィア半導体株指数（SOX）

嫌気された。

やサムスン生命保険が

ポスコ、ネイバーなど
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ポイントの高値引け
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【先週の動き／今週の展望】

安、今週は

ジャカルタ総合指数は

反落。

初の

反落。その後は

は大引け間際に外国人投資家によるアストラ・インターナショ

ナルやバンク・セントラル・アジアなど大型優良株の売りが加

速し、指数は前日比

日発表の

の反応が注目される。前週末に終値で約

ち込んだ指数が節目の

【先週の動き／今週の展望】

CPI

SET

先週は

ぼ横ばいでスタート。

受け、終値で

29

比

一方、

の高水準に達したことで

内の経済指標発表が少なく、原油価格の動向な

右される展開か。
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【インドネシア】
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ナルやバンク・セントラル・アジアなど大型優良株の売りが加

速し、指数は前日比

日発表の 11 月の日経製造業

の反応が注目される。前週末に終値で約

ち込んだ指数が節目の
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【先週の動き／今週の展望】

CPI 上昇率が 2

SET 指数は週間で

先週は 1700 ポイントを挟んでもみ合った。

ぼ横ばいでスタート。

受け、終値で 3 営業日ぶりに

29 日に小幅反落すると、

比 0.5％増と市場予想から下振れしたことが嫌気されて続落。

一方、1 日は 11 月の

の高水準に達したことで

内の経済指標発表が少なく、原油価格の動向な

右される展開か。
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月月間では 0.9％安。先週は週末の下落が響いた。週

日は上海総合指数が 3

反落。その後は 29 日まで小幅なレンジでもみ合ったが、

は大引け間際に外国人投資家によるアストラ・インターナショ

ナルやバンク・セントラル・アジアなど大型優良株の売りが加

速し、指数は前日比 1.8％下落して週の取引を終えた。今週は

月の日経製造業 PMI

の反応が注目される。前週末に終値で約

ち込んだ指数が節目の 6000 ポイントを回復
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2 月以来の高水準に到達

指数は週間で 0.2％高と反発。

ポイントを挟んでもみ合った。

ぼ横ばいでスタート。28 日は中国の株式市場が反発した流れを

営業日ぶりに 1700

日に小幅反落すると、30 日は

％増と市場予想から下振れしたことが嫌気されて続落。

月の CPI 上昇率が前年同月比
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内の経済指標発表が少なく、原油価格の動向な

右される展開か。5 日は国王誕生日（父の日）の祝日で休場。
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ポイントを回復
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ポイントを挟んでもみ合った。

日は中国の株式市場が反発した流れを

1700 ポイントを回復した。ただ、

日は 10 月の鉱工業生産が前年同月

％増と市場予想から下振れしたことが嫌気されて続落。

上昇率が前年同月比

日ぶりに反発して引けた。今週は国

内の経済指標発表が少なく、原油価格の動向な
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と、同月の CPI に対する市場

週間ぶりの安値に落

ポイントを回復できるかが焦点。
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月月間では 1.4％安。

ポイントを挟んでもみ合った。27 日は前週末とほ
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上昇率が前年同月比 1.0％と 2 月以来
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内の経済指標発表が少なく、原油価格の動向など外部要因に左
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ジャカルタ総合指数は 1.9％

週ぶりに

％安。先週は週末の下落が響いた。週

カ月ぶりの安値を付けた影響で

日まで小幅なレンジでもみ合ったが、30 日

は大引け間際に外国人投資家によるアストラ・インターナショ

ナルやバンク・セントラル・アジアなど大型優良株の売りが加

％下落して週の取引を終えた。今週は 4

に対する市場

週間ぶりの安値に落

るかが焦点。 
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では

は、中国政府の融資規制強化を受けて資金が債券市場に流れた

影響で

日は小幅に反発したものの、その後は軟調で

た。

年 6

表される

した前月を上回るかが焦点。外部要因では前週末に

りに反落した

 

11 月の

％安。

日は前週末とほ

日は中国の株式市場が反発した流れを

ポイントを回復した。ただ、

月の鉱工業生産が前年同月

％増と市場予想から下振れしたことが嫌気されて続落。

月以来

日ぶりに反発して引けた。今週は国

ど外部要因に左

日は国王誕生日（父の日）の祝日で休場。 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

0.04

クアラルンプール総合指数は

い。

が続いた。週初の

原油価格の下落が嫌気されて、指数は約

新。

ム・ダービー株が急騰したものの、取引終了間際にゲンティン

などの大型株が売り込まれ反落して引けた。今週は

月の貿易統計が発表される予定で、輸出入ともに前年同月比の

伸び率が

国の
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【先週の動き／今週の展望】

0.2％高、1 日に

ストレーツタイムズ指数は週間で
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本レポートは、株式会社 DZH フィナンシャルリサーチ（以下、「DZH」と称します）により作成されたものです。 

本レポートは、DZH が信頼できると判断した各種データ、公開情報に基づいて作成しておりますが、DZH はそ

の正確性、完全性を保証するものではありません。 

ここに示したすべての内容は、DZH で入手しえた資料に基づく現時点での判断を示しているに過ぎません。 

DZH は、本レポート中の情報を合理的な範囲で更新するようにしておりますが、法令上の理由などにより、これ

ができない場合があります。  

本レポートは、お客様への情報提供のみを目的としたものであり、特定の金融商品の売買あるいは特定の金融商

品取引の勧誘を目的としたものではありません。 

また、本レポートによる情報提供は、投資等に関するアドバイスを含んでおりません。 

本レポートにおいて言及されている投資やサービスは、個々のお客様の特定の投資目的、財務状況、もしくは要

望を考慮したものではありませんので、個々のお客様に適切なものであるとは限りません。 

本レポートで直接あるいは間接に取り上げられている金融商品は、株価の変動や、発行者の経営・財務状況の変

化及びそれらに関する外部評価の変化、金利・為替の変動などにより投資元本を割り込むリスクがありますが、

DZH は一切その責任を負いません。 

DZH は、レポートを提供している証券会社との契約に基づき対価を得ております。 
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DZH、グループ会社およびその役職員は、本レポートに記載された金融商品について、ポジションを保有してい
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